
9
月
2
日（
金
）

鹿
児
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

創
立
60
周
年
記
念

ゆ
め・と
き
め
き
鹿
児
島
ね
ん
り
ん
大
会

10
月
6
日（
木
）〜
10
日（
月
）

第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
大
会

10
月
16
日（
日
）

か
ご
し
ま
国
体・か
ご
し
ま
大
会

開
催
1
年
前
イ
ベン
ト

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
2

10
月
17
日（
月
）

フ
ラ
ン
ス
知
事
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

（
パ
リ
で
2
つ
の
世
界
自
然
遺
産
を
Ｐ
Ｒ
）

10
月
19
日（
水
）

フ
ラ
ン
ス
知
事
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

（
パ
リ
の
５
つ
星
ホ
テ
ル
で
本
格
焼
酎
を
P
R
）

10
月
25
日（
火
）

令
和
４
年
度
県
戦
没
者
追
悼
式

10
月
26
日（
水
）・
27
日（
木
）

第
1
6
0
回
九
州
地
方
知
事
会
議（
奄
美
市
）

第
42
回
九
州
地
域
戦
略
会
議（
奄
美
市
）

10
月
29
日（
土
）

第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

「
和
牛
日
本
一
」祝
賀
会

10
月
30
日（
日
）

奄
美
パ
ー
ク
開
園
20
周
年
記
念
式
典

11
月
2
日（
水
）

令
和
４
年
度
県
民
表
彰
式

11
月
3
日（
木
）

第
47
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
鹿
児
島
大
会

プ
レ
大
会
総
合
開
会
式

11
月
4
日（
金
）・
5
日（
土
）

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る

津
波
を
想
定
し
た
県
総
合
防
災
訓
練

11
月
12
日（
土
）

知
事
と
の
ふ
れ
あ
い
対
話（
錦
江
町
）

11
月
21
日（
月
）

鹿
児
島
市
と
の
意
見
交
換
会

11
月
26
日（
土
）

知
事
と
の
ふ
れ
あ
い
対
話（
南
さ
つ
ま
市・枕
崎
市
）

10月16日（日）

本
年
開
催
さ
れ
る
か
ご
し
ま
国
体・か

ご
し
ま
大
会
の
開
催
1
年
前
を
記
念
し

て「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
2
0
2
2
」を
開
催
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、国
体・大
会
競
技
の
体

験
の
ほ
か
、元
バレ
ー
ボ
ー
ル
日
本
代
表
の

新
鍋
理
沙（
し
ん
な
べ
り
さ
）さ
ん
ら
に
よ

る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
城
南
海（
き
ず
き
み
な

み
）さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
な
ど
が
行

わ
れ
、多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。ま
た
、翌
年
に
は
佐
賀
県
で「
Ｓ
Ａ
Ｇ

Ａ
2
0
2
4
国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
」が
開

催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
双
子
の
大
会
」と

し
て
両
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

佐
賀
県
の
山
口
知
事
か
ら
い
た
だ
い
た
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

両
大
会
が
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
、コ
ロ

ナ
禍
か
ら
の
再
生
と
飛
躍
を
象
徴
す
る

大
会
と
な
る
よ
う
、今
後
と
も
着
実
に
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

11月2日（水）

10月17日（月）

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
市
立
プ
テ
ィ・パ
レ
美

術
館
で
開
催
さ
れ
た
、現
地
旅
行
会
社
な

ど
を
対
象
と
し
た
訪
日
旅
行
セ
ミ
ナ
ー

（
主
催
：Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
パ
リ
事
務
所
）に
参
加

し
ま
し
た
。

同
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、本
県
を
含
む
15
の

自
治
体
が
参
加
し
、現
地
旅
行
会
社
や
メ

ディ
ア
約
40
社
へ
、観
光
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

塩
田
知
事
は
、大
島
紬
を
着
用
し
て
、

屋
久
島
や
奄
美
大
島
・
徳
之
島
の
2
つ
の

世
界
自
然
遺
産
を
中
心
と
し
た
、本
県
の

自
然・食・文
化・歴
史
な
ど
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、焼
酎
の
振
る
舞
い
な

ど
も
行
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
、今
回
の
よ
う
な
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
は
じ
め
、効
果
的
な
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

県
政
の
動
き

写真入りで紹介令和４年度県民表彰式
県民の福祉に貢献し、特に顕著な功績を挙げられた

6名の方々に表彰状と県民章を授与しました。

11月3日（木）

本
年
開
催
さ
れ
る
第
47
回
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
鹿
児
島
大
会
の
プ
レ

大
会
総
合
開
会
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、県
内
の
高
校
生
キ
ャ
ス
ト
に

よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
劇
の
披
露
や
令
和
6

年
度
の
開
催
県
で
あ
る
岐
阜
県
の
高
校

生
と
の
交
流
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
は
、全
国

か
ら
約
２
万
人
の
高
校
生
と
約
10
万
人

の
観
覧
者
が
集
う
、高
校
生
に
よ
る
国
内

最
大
規
模
の
芸
術
文
化
の
祭
典
で
あ
り
、

47
回
目
と
な
る
鹿
児
島
大
会
は
、全
国
一

巡
目
の
最
後
を
飾
る
記
念
す
べ
き
大
会

で
す
。

今
回
の
プ
レ
大
会
を
機
に
、よ
り
一
層

の
気
運
の
醸
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、多

く
の
方
々
の
記
憶
に
残
る
素
晴
ら
し
い
大

会
と
な
る
よ
う
、着
実
に
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

第47回全国高等学校総合文化祭鹿児島大会
プレ大会総合開会式

/30［水］/1［木］～9 11

かごしま国体・かごしま大会開催1年前イベント
燃ゆる感動かごしまスポーツフェスタ2022

フランス知事トップセールス
パリで２つの世界自然遺産をＰＲ

保健福祉部門

よねやま あきのり

米山 昭規 さん
【元 鹿児島県民生委員
児童委員協議会会長】

民生委員・児童委員として、長年にわ
たり社会福祉の向上と明るく健全な地域
社会の実現に努められるとともに、県民
生委員児童委員協議会会長や全国民生
委員児童委員連合会副会長を歴任され、
本県の民生の安定と地域住民の福祉の
増進に貢献されました。

はらぐち いずみ

原口 泉 さん
【前 鹿児島県
文化財保護審議会会長】

鹿児島大学や志學館大学の教員とし
て、長年にわたり日本近世史・近代史を
研究されるとともに、県文化財保護審議
会会長や県文化振興財団理事を歴任さ
れ、本県の歴史研究・教育と文化財保護
に貢献されました。

もり　　ひろゆき

森　博幸 さん
【前 鹿児島市長】

鹿児島市長として、４期16年にわたり
市勢の発展と住民福祉の向上に努めら
れるとともに、県市長会会長や九州市長
会会長、全国市長会副会長を歴任され、
本県をはじめ全国の地方自治の発展に
貢献されました。

教育文化スポーツ部門

ゆみば あきのぶ

弓塲 秋信 さん
【現 鹿児島県青年海外
協力隊を支援する会理事
兼事務局長】

貿易業を経営されながら、県青年海外
協力隊を支援する会理事兼事務局長とし
て、長年にわたり本県出身の同隊員の支
援に努められるとともに、県国際交流協
会評議員を務められ、本県の国際協力と
国際交流の推進に貢献されました。

とよしま しのぶ

豊島 忍 さん
【元 鹿児島県
公安委員会委員長】

医業を経営されながら、県公安委員会
委員長として、警察組織の民主的管理と
政治的中立性の確保、学校や地域にお
ける児童・生徒の安全の確保に努めら
れ、本県の治安の維持と県民の安心・安
全な暮らしづくりに貢献されました。

ほりぐち やすひさ

堀口 泰久 さん
【元 鹿児島県
農業経営者クラブ会長】
※式当日は、ご家族が代理出席

茶業を経営されながら、長年にわたり
茶産地の形成とブランド化に努められる
とともに、県農業経営者クラブ会長や県
茶生産協会副会長を歴任され、本県の農
業・農村の振興と茶業経営の向上に貢献
されました。

地方自治部門

社会活動部門くらし・環境部門 産業経済部門
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